
 

いつも当社システムをご利用いただきありがとうございます。  

今月分の請求書を送付いたしますので、ご査収の程よろしくお願い申し上げます。 

 

いつもお世話になりありがとうございます。 

春は近づいてきていますが、なかなか明るい雰囲気にはならない今日この頃で

す。皆さまは、いかがお過ごしでいらっしゃいますでしょうか。 

 

知人に「六根清浄の大祓」を教えていただきました。六根とは人間が迷いを生

ずる原因となる眼、耳、鼻、舌、身、意の六つの感覚器官のことです。 
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＜意味＞人は心静かに、心穏やかにいることを心がけましょう。自分の心を痛めてはい

けません。目で不浄なものを見ても、心でその不浄を見ないこと。耳で不浄なことを聞

いても、心でその不浄を聞かないこと。鼻で不浄なものを嗅いでも、心でその不浄を嗅

がないこと。口で不浄なことを言っても、心でその不浄を言わないこと。身体で不浄な

ものに触れても、心でその不浄を触れないこと。意識で不浄なことを考えても、心でそ

の不浄を思わない事。そうすれば、清く潔くいられる。形があれば影があり、実体(心)

が清らかであれば影(身体)も穢れることはない、眼・耳・鼻・舌・身・意を清浄に保て

ば、身体の五臓のはたらきも健やかになり、そのようであれば神様や万物の霊と同じに

なって、願い事も成就します。 

 

六根清浄の大祓を読むだけでも心が浄化されるそうです。 

いま、テレビでも、ネットニュースでも、SNSでも多様な意見、考えが飛び交

っています。ただ鵜呑みにせず、ただ無視することもなく、いま個人レベルで

出来ることを粛々とやるしかないのかなと思っております。 

六根清浄の境地にはなかなか至りません。身体のこと、家族のこと、仕事のこ

と、経済的なこと、未来のこと、いろいろな心配事や恐れを感じるのは当然の

ことです。恐れとはいまはまだ起きていないことです。自分の心の騒めきを一

旦受けいれて、「今ここ」の自分を意識して、できるだけ心静かに穏やかに過ご

したいものです。 

 

こんなときこそ、今ここにある小さなことをたのしんでよろこんで、笑顔で免

疫をアップして、なんとか乗り越えてゆきたいとおもいます。 

どうぞ皆さまも、皆さまのご家族様も、充分ご自愛くださいませ。 

 
春の夕焼け 

 
アーモンドのお花 

 
白木蓮は満開 

 

今月も最後まで読んで頂きまして、ありが

とうございました。 

来月もよろしくお願いいたします。 

株式会社ユニコーン  

大阪市中央区大手通1-1-2   

TEL.06-6943-4560 FAX.06-6920-5311 


